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投 稿 案内

I.編集の方針 本誌には藻学と応用ぷ;学に関する会員の未発表の，論文 ・総説・短報(速報 ・短い調査報告な

ど)雑録 (j少録・採集地案内 ・ 分布資料 ・ ニュース ・ 所見 ・ 新刊紹介など) を掲載します。 論文はデータや考 ~;i~
の独創性の有無に重点を置いた編集委員会の審査を経たのち受理されます。原耐のl夜姶掲載111m序， 体裁などは編

集委員会および編集幹事で決めます。原稿は和文または英文とし，論文と総説J土刷上り 6頁，短報は 2頁，雑録

はl頁以内を無料とします。頁の超過は制限しませんが，頁の超過分，折込み，色刷りなどの貸用は著者負担と

なります。和文原稿では 5枚が，英文原稿では 2枚が刷上り l頁となる見当です。
11.報文の書き方 和文原稿は400字詰原稿用紙(筋書き B5またはA4)に，当用漢字， 新仮名使い(生物名は
片仮名)を用い椴書体で書いて下さい。英文原析は厚手タイプ用紙を用い， 〆ブノレスペースで28行にタイフ.で打

ら，十分な英文添削または校閲を経たのち提出して下さい。新極の発表や学名の記載に当っては国|附直物命名規

約に従って下さい。 なお，アラビア数字 ・メートノレ法 ・限氏温度を用い， 学名などのイタリ ック体には下線 l本，

人名などのスモーノレキャピタノレには下線2本， ゴジッタ体にはil主状線I本を記入して下さい。
例 :Batrachospermum ectocarpum Sirod.， Summary， sec， min， hr， nm，μffi， mm， Cffi， rn，μ1， ml， 1， 

μg， mg， g， N， M， ppm， lux， g(gravity)， 25'Cなど.

原稿は，標題 ・英文要約(和文 ・英文原稿共)・本文 ・引用文献 .f日文摘要(英文原稿のみ)・表と図とその説
明(英文)の順にまとめて 1純とし，コピー共2車11(写真は現物2組)にしてお送り下さい。

(l)標題と要約 英文原稿では，側外見 I:L\し ・ 標題 ・ 著者名 ・ 要約のlI~iに，荊 l文原稿では，欄外見出し (英) ・ 傑
題と著者名(和と英) ・35約(英)の順に記入して下さL、。要約は著者名 ・傑題 ・雑誌名 ・まとめ (200字 ・
必要に応じて400字まで)・著者と宛先の11鼠に記入し，研究伐に対する謝時は1J!11注に入れて下さい。

(2)本文 様題紙に記した以外のiiMIi'i'は，なるべく木文の末尾に入れて下さい。表と図は必ず木文1'11に引用(Fig.
1， Table 1のように)し，文献の引用は次の例になら って，著者名とlJ:'，i仮年および必要に応じて頁(単行

本の場合)を明示して Fさい。
例 .. • .aquatic ecosystems (WELCH 1972， 1974)， Liebig's (18'10 p. 23)“low of th巴 minimum"
IS' .. " ・・・が知られている (YAMADA1949)，同村(1907p. 56)は，

(3)引用文献 本文中で引用した文献のみを， ])IJ紙にアルフ ァベットl順に列挙して下さい。 引用は，①原著の引

用と ， ②図書目録を見て目的の書物をj~ し当てるための引用の 2 本立てとし，それぞれがイ)著者名ロ)

出版年ハ)標題(巻次を含む) ニ)対照事項(頁 ・図など)ホ)11'，版事項(出版者 ・:I'，i坂出)のうちの必
要部分からなるよう11慎を追って下例になら って記入して下さい。

(単行本) ①，②共通 広瀬弘幸イ)1959.り藻類学総説 ，，)内田老餓闘， 東京オ

(単行本中の l常) ①DRE日ES，G.イ)1977.'つ Sexuality，'つp.250-283.寸②InD. WElmER [ed.Jイ)The 

biology of diatoms.づ BlackwellSci. Pub.， London.吋
(叢書中の分 1111) (DHuSTEDT， F.イ)1930.吋 Bacillariophyta目づ ②In A. PASCHER [巴d.Jイ)Subwasser-

Flora Mitteleuropas.巴d.2. No. 10.づ GustavFischer， Jena吋
(雑誌の中の l論文) ①森 通保イ】 1970.円 BatrachostermumectocaゆllmSIROIコ の分類学的研究'つ②

fj:と類 8ハ):1-8ニ〉
①MORI， M.り 1975.り Studieson the genus Batrachosρermllm in Japan ハ〕
②Jap. Journ. Bot. 20づ :461-485.叶

(4)和文摘要 英文原稿の場合のみ，荊l文で，著者名 ・襟j選・宛先も入れ400字以内にまとめて下さい。

(5)表と図およびその説明 英文で書き，表と図は印刷頁の寸法 (14x 20.5 cm)，特に横幅 (全幅 14，片段 6.6

cm)を考慮し，原寸大または前首小したとき印刷頁におさまる大きさに仕上げ，図には倍率を示すスケーノレを

入れ，線や記号，文字，数字はタイプライター， レタリング用具などを用いよ見インキで鮮明に記入し，その

まま印刷に廻せるようにして下さい。 なお，料に表の組)仮を希望の場合はその旨明記して下さい




